
ま全におほいいただくために化ずお守りください 


本製品を安全にお使いいただくため、下記ま意事 
項を必ずお守りください。 

A 警告 

絶来!■に行ってはいけないことを記載しています。このまぶの注意おおをけらないと、使用 
まが死亡:または、韋傷を負う W 能件-がおぶされる内容をホしています。 


-濡れた手で本製品に軸6ないでください。 

電源ケーブルびコンセントに接続されているとさは、感電の原因となります。また、コン 
セントに接続されていな<てち、本製品のお障の原因とな D ます。 

-煙が出たりをな臭いや音がした5、ずぐにコンセントか6電源プラグを巧いてください。 
そのまま使用を続けると、ショートして火がになったり、感電ずる恐れびあります。 

弊社サポートセンターまたは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

•本製品に液体をかけたり、異物を内部に入れたりしないでください。液体や異物が内部に 
入ってしまった6、すぐにコンセントか6電源プラグを巧いてください。 

そのまま使用を続けると、ショートして火がになったり、感電ずる恐れびあります。 
脾社サポートセンターまたは、お買い巧ゆの販売店にご相談ください。 

-匡体表面が熱くなりまずが異常ではちりません。熱がこをると故障の原因となりまずので、 
巧の事項は行わないで < ださい。 

横置さの向さで設置しないで<ださい。本製品は縦置さ専用です。 

本製品の上や周 D に放熱を妨げるよラな物を置かないで<ださい。 

本製品に巧などをかぶせないで<ださい。 

•本磬品を次の場巧に設置しないで下さい。感電•火巧の原因になったり、製品に悪影響を 
ちえる場合びありまず。 

強い磁界•静電気•震動び発生ずるところ、平らでないところ、直射日光びあたるところ、 
火気の周辺または熱気のこもるところ、漏電漏水の危険びあるところ、油煙、湯気、湿気 
やホコリの多いところ 

-本賀品を是としたり、強い衝撃をちえたりしないで下さい。 

-本製品のが解や巧造や修理を自分でしないで下さい。 

■本製品を廃棄ずるときは地ち自治体の条例に従って下さい。 

•異常を感じた場合は、即座に使用を中止し、弊なヴボートセンターまたはお貢い上げ①跟 
売店にご相設下さい。 

A を意 

この表ボのな意き巧をならないと、使 W 者がけがをしたり、物的損甫の発ちが考えられる 
内容を示しています。 


各接続コネクタのチリやほこり等は、取り除いてください。また、さ接続コネクタには手 
を赃れないでください。 

故障の原因とな0ます。 

音量を上げずぎないでください。 

耳を刺激するような大きな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を与えることびあ 
ります。 

また、はじめか 5 音量を上げると突然大きな音び出て耳をいためることびあります。音量 
は徐々に上げるよラにしてください。 


1.付属品びずべて揃つていることを巧認します 


スピーカ本保 
コント□-ル曰 0X 
AC アダプタ 
取扱い説巧 書 
キヤ y ングケース 


2■ち部の機能 

コントロ ー J レ BOX 



台台台巧が 

2 1111 
























































3 ■接続例 


《使用時はフタを空けて下さし、。 



製品に関するお巧いちわせ 


①使い方のヒントやトラブル解みを探ず 

辟社ホームページでご確認下さい 

サポート情報 86886 .jp 

⑤お電話でのお問い合わせ 

< 東京 >03-已78 1-7260 

月〜金日:30〜19:00 / ± 9:30〜18:00 
〈名ち屋>0曰 2-619-1 188 
月〜金（祝日除く）日:30〜17:00 

感修理関係のお問い合わせ 

脾社ホームぺージより修理の WEB 予約、受け付けた 
修理品の状況確認び可能です。 

干 456-00 己3雷巧県名ち屋市六野こ T 目1ま3号中を倉庫27号棟 

株式会社バッファ□-修理センター受付宛 

0己 2-883-0 己70 

※ご依頼の修理品に関するお問い合わせのみ承っておりまず。 


保証契約約款 

この約款 a リ下「本約款 J といいまず）は，お客ながご盾入された巧な巧品の慢理に M する巧証の 
ま件等を規をするものでず。お客巧び本約款の各ま巧に同意頂けない場合は巧証契巧を巧ミ肖す事が 
でさますが，この場合、裂品を使用枉ず阪売店及は度社にご巧巧下さい。ただし、本約款はお客な 
のミ去律上の権利を制巧ずるちのではお D ません。 

第1条（を房） 

本巧款で巧われる用語の定養は巧のさ号の通りと致します。 

① 「巧証害」とはお品ち恩び巧証 W 間を予め記入した上で货社が慢理を巧話する旨を巧して活 
巧した証明害をいいまず。 

③ 「故障」とはお客谋び正しい巧用方 ミ 去によりお品を巧面させた場さでもお品が正常になおし 
ないがおをいいます。 

③ r 無居慢 aj とは製品び®障した場合に巧社び無宿で巧5当設が障個巧の慢巧をいいまず。 

④ r 無度な証 J とは本約款のま件により巧社がお客巧に巧し巧度慢理をお巧まする事をいいま 
す。 

⑤ r 有信慢 sj とは製品ぴ巧障において麵憤保証び適用されず，お客様か5費用を頂留して巧 
社が行 5 当該な盾個所の慢巧をいいまず。 

⑥ 「製品」とは巧社製品として巧包された均のうち本が部巧をいい、付属品等を巧きます。 
g 2 弄が樹呆証） 

堅品げ巧居した場合、お客巧はな証書記載の保証期間巧におなに巧しお理を巧巧ずる事で無信 
な証の適巧を受けるミ扫巧きます。ただし、巧の各号の場合を除きまず。 

ぶ悟理巧巧のおな証•をご摄お頂けない場合。 

處ご提ち巧いた巧証害が巧を文はお正された疑いのちる場合、及び裝品お巧の製品ラベル並び 
にシリアル化ラベルの飄巧が認め S れる場さ。 

③裝品のお買い上げのを、おぎ括による里ち及は巧動の席の否下又はを堅窜に起因して巧居ま 
には破損した属合。 

が おさ括の巧用上の誤り、不当なほ造若しくは格理スはち社が指定する巧 ly かの境おとの接病 
により巧障交は巧損した場合。 

憂义が、化漂、落里> 風水害、その他天が巧を又は異萬 S 圧客のかのき因により故障スは扭損 

あ ミ肖巧が品の自然指巧 X は自お萬化により巧障した場合。 

巧 前さ号の場合の化.な度の原因びお客该の巧用方ミ去にあると記め 5 れる場合。 

萬 3 を（隐理） 

本巧款に基ヴく惶理は、巧の甚号のま件の下で実なしまず。 

I で宿巧は巧品の分巧又は卽品の巧巧らしくは浦をにより行います。ただし、万一樓理び困巧な 
場さ交は悟理頁用が製品祀巧を上回る場合、保証巧をのお品と同等!•义上の性能をちずる他の 
巧品との巧巧で巧なさせて頂くまびちりまず。 

を 無度径理によりで巧された旧が品及は旧お品等は巧れにて适宜房案処分でせて頂さます。 

谋ちち径理によりなおごれた旧が品交は旧お品等ち前号の場合と同様と致しまずび、修理巧巧 
の反にお客様占、 5 お知 5 せ頂ければ旧部品等を返却巧しまず。にだし、巧品の性質上ご意向 
に添えない場合もごだいまず。 

第 4 条（巧資事頂） 

:X' 苗社のな意又は至大な過失による場合を除き、県品に関する宙巧不居巧交は不ま行知 こ 基づ 
くち社損害おちち任は当該製品のお入巧まをお度と致します。 

ぶ 製品に恩れた旧巧ぴちった場台、苗社は本巧款の規をに巧ね 5 ずお巧にて当該旧化を恪巧し 
玄は据 ffi のなし馆品ちしくは同等品に交巧致しますび、当該涅班に基づ<損害おちの頁に任 
じません。 

翁卓なにおけるな証は製品の话能に関ずるをのであり、 A - ドディスク等のデータ記恒装旦に 
1 己ちさ打たデータのミ肖巧及は班損について巧証ずるをのではちりません。 

第日を（有効範囲） 

この钓款は、日本国巧においてのみ有巧です。 


保な含な /V ツノア D — 

( ホームページ URL) buffalo.jp 
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